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放射性希ガスであるラドンとその同位体であるトロンとは放射能特性が異なる。本研究では両者のマウ

スへの吸入による諸臓器中の酸化ストレス・抗酸化機能関連指標の変化に関して比較検討をした。概して

トロンはラドンに比べ低濃度域で変化が見られた。 
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1. 目的 

 我々は今までにラドン療法の機構解明の一環として，ラドン吸入によるマウス諸臓器中の抗酸化機能の

亢進などに関する報告をしてきた。他方，近年ラドンの同位体であるトロンによる生体作用への関心が高

まっているが，療法利用レベルの濃度（～4000 Bq/m3程度）において両者を比較した報告は皆無に近い。

このため本研究では，ラドン療法に用いられる濃度域でのラドンとトロンのマウスへの吸入による酸化ス

トレス緩和効果について比較検討をした。 

2. 方法 

 8週齢・雄の BALB/cマウスを Sham吸入群（Control），ラドン 500または 2000 Bq/m3吸入群（Rn500, 

Rn2000），トロン 500または 2000 Bq/m3吸入群（Tn500, Tn2000）に分け，それぞれの濃度で 1，2また

は 4 日間の吸入をマトリックス的に行った。吸入は既に研究開発し作製しているラドン吸入装置および新

規に同様に作製したトロン吸入装置を用い，吸入後に脳・肺・肝臓・膵臓・腎臓・血液を採取し，superoxide 

dismutase（SOD）活性と lipid peroxide（LPO）レベルについて分析した。 

3. 結果 

 (1)トロン吸入により，脳・膵臓・腎臓中の SOD活性が有意に増加した。(2)ラドンおよびトロンの吸入

により，脳・肝臓・膵臓・腎臓中の LPO レベルが有意に減少した。(3)Rn2000 群と Tn500 群において酸

化ストレス関連応答に類似性が見られた。 

４．考察 

 ラドンと同様，トロン吸入により抗酸化機能が活性化し酸化ストレス緩和効果のあることがわかった。

また，トロンではラドンと比べ低濃度域で同様の効果が得られることが示唆できた。これはラドンに比べ

トロンの放出エネルギーが高いなどの放射能特性の差異によるものと考察できた。         
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